
懸

癒騨、撫灘

1葦灘嚢霧
鱗鑛

灘

蜜

垂

麟

轍
醐
叢
覇
鯉
霧
　
茎
繕

　
　
　
　
　
　
　
　
　

馨
灘
醸
慈
竈
灘
欝
　
曇

　
　
　
　
　
　
　
購

灘
構
　
　
　
　
藤

選
馨
鍵
　
　
　
　
灘
聾

繊
聡
灘
灘
　
嚢
撒

職
蒙
灘
　
　
　
　
簾

鞭
繋
購
懸
辮
、
鍵
灘
轄

．
雌
覇
麗
ー

輔

　　　　　　　　　　　　　

　　齪　碧麗謹　職灘難盤聯
　　　　　　　　　　　　、諜灘躍撰灘灘轍
　　　灘灘毒

　　　　　　　麟麗灘

　　　　　　　　　　　　　　　轍

灘灘

謹難．

　響難
　．、　壽
　　　蕊　　『

　　　　轟、．
　　　蟷、

萎

華

灘灘，

垂

嚢

灘

毯

嚢

蟹
鰹

　ロ　　

灘灘蓼盟1妻

　灘鶴　　　羅
麟罎難

　轟　　選　　、1
　　　華　；
難

議

騰
　
． 鴨

灘

《人ロの動き》

6月1日現在

代
小
凪

講
が
泌
、
』

男3，124（一1）女3，167（一6）計6，291（一7）世帯数1，734（一2）

出生4　死亡9　転入9　転出H

欝

灘

糞　繋
鑓
、
謹
蕪

欝
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確
懸
あ
ま
陽
ま
う
泌

　
今
ま
で
の
一
般
健
康
診
査
に
合
わ

せ
て
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
、
胃

が
ん
検
診
、
子
宮
が
ん
検
診
、
母
性

貧
血
検
査
を
行
な
い
ま
す
。
一
日
で

全
部
の
検
査
が
終
わ
り
ま
す
の
で
、

す
す
ん
で
参
加
し
て
下
さ
い
。

◎
健
診
日

　
0
7
月
1
3
日
～
2
0
日
（
土
、
日

　
　
曜
日
を
除
く
）

　
○
た
だ
し
胃
が
ん
検
診
は
、
7
月

　
　
1
2
日
～
2
1
日
（
日
曜
日
を
除

　
　
く
）

◎
健
診
時
間

　
○
午
前
は
8
時
よ
り
n
時
ま
で

　
　
午
後
は
1
時
よ
り
4
時
ま
で
受

　
　
付
し
ま
す
。

　
○
胃
が
ん
検
診
は
、
午
前
6
時
よ

　
　
り
受
付
し
ま
す
。
　
（
受
付
時
間

　
　
を
指
定
し
ま
す
の
で
時
間
ま
で

　
　
に
来
て
下
さ
い
）

　
○
子
宮
が
ん
検
診
　
午
後
0
時
3
0

　
　
分
よ
り
受
付
し
ま
す
。

◎
健
診
会
場

　
　
松
代
町
総
合
体
育
館

◎
健
診
対
象
者

　
○
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
…
一
般

　
　
住
民
全
員

　
〇
一
般
健
康
診
査
…
4
0
才
以
上
の

　
　
者

　
○
胃
が
ん
検
診
…
4
0
才
以
上
の
者

　
○
子
宮
が
ん
検
診
…
3
0
才
以
上
の

　
　
者

　
○
母
性
貧
血
検
査
…
4
0
才
未
満
の

　
　
者

　
○
体
力
測
定
…
希
望
者
全
員

◎
検
診
料
金

　
〇
一
般
健
康
診
査

　
　
　
一
般
診
査
…
㎜
円

　
　
　
精
密
診
査
…
㎜
円
、
7
0
才
以

　
　
　
上
無
料

　
○
胃
が
ん
検
診
…
㎜
円

　
○
子
宮
が
ん
検
診
…
姻
円

　
○
そ
の
他
…
無
料

　
健
康
手
帳
は
必
ず
も
っ
て
き
て
下

さ
い
。

　　　　仏

　　　（ハ
Q
6 q　べ4　　　　　リ
〆 ユ

1
6

一

●　　　　　　ゆ

弾＿’　需一曹甲

　
　
自
覚
め
か
ら
就
寝
ま
で
■
■
■
■
■
繧
■
“

泥
彗
り
考
ん
の
看
護
法
①

　
朝
の
洗
面
は
、
一
日
の
ス
タ
ー
ト

と
し
て
大
切
で
す
。
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
よ
う
。

　
順
序
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
ユ
く
ら

①
枕
を
は
ず
す
（
あ
ご
が
ふ
き
や
す

い
）
。

ル
（
手
の
ぐ
い
の
大
き
さ
）
を
当
て

る
。
③
熱
い
湯
で
し
ぼ
っ
た
小
タ
オ
ル
（
ハ

ン
カ
チ
の
大
き
さ
）
を
手
に
巻
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
お

目
頭
か
ら
目
じ
り
↓
額
↓
鼻
↓
頬
↓

鼻
の
下
↓
口
の
下
↓
あ
ご
の
順
に
ふ

き
、
襟
元
に
当
て
て
い
る
中
タ
オ
ル

で
湿
り
気
を
と
る
。

④
首
の
回
り
を
ふ
く
場
合
は
、
あ
ご

の
下
↓
耳
の
下
側
↓
後
ろ
の
首
す
じ

の
順
で
。

　
目
頭
と
目
じ
り
は
、
目
や
に
が
た

顔を

ふ
く
方
向

ま
り
や
す
い
の
で
、
気
を
つ
け
て
ふ

い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
目
や
に
が
固

く
つ
い
て
い
る
と
き
は
、
一
～
二
％

　
ほ
う
の
瑚
酸
水
か
湯
ざ
ま
し
を
綿
か
ガ
ー

ゼ
に
湿
ら
せ
て
、
目
頭
か
ら
目
じ
り

へ
と
ふ
き
ま
す
。

6

　へ・一螺
　4〉Gもb流↓震

＾
“

・
．
彪
認
）

　
　
　
　
ぐ

．
轍
勢

　
、
～

　
（
（
　
㌧

　
う

譲

　
耳
の
中
、
耳
の
後
ろ
な
ど
は
、
あ

か
が
つ
き
や
す
い
部
分
で
す
か
ら
、

細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
よ
く
ふ
き
ま
す
。

耳
の
穴
は
、
タ
オ
ル
を
指
に
巻
い
て

ふ
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
と
き
に
は

綿
棒
や
耳
か
き
を
使
っ
て
、
耳
あ
か

を
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。
耳
あ
か

が
た
ま
っ
て
い
て
耳
が
聞
こ
え
に
く

い
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　
顔
は
朝
夕
洗
っ
た
り
ふ
い
た
り
し

ま
す
か
ら
、
特
に
汚
れ
て
い
な
い
か

ぎ
り
石
け
ん
な
ど
は
使
わ
ず
、
お
湯

だ
け
で
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
首
す
じ
は
汚
れ
や
す
い
部
分
で
す

か
ら
、
ベ
ビ
ー
用
の
入
浴
剤
か
石
け

ん
を
少
し
使
っ
て
ふ
い
た
ほ
う
が
、

さ
っ
ぱ
り
と
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

湯
も
替
え
て
、
て
い
ね
い
に
ふ
い
て

く
だ
さ
い
。

　
男
性
は
ひ
げ
が
伸
び
る
と
や
つ
れ

て
み
え
ま
す
か
ら
、
毎
日
そ
る
よ
う

に
し
ま
す
。
か
み
そ
り
は
、
電
気
か

み
そ
り
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
　
そ
り
上

が
っ
た
ら
、
熱
め
の
お
し
ぼ
り
で
ふ

い
て
仕
上
げ
を
し
ま
す
。
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第
八
回
昭
和
五
十
九
年
度
松
代
町

造
林
組
合
総
会
が
、
去
る
五
月
十
七

日
役
場
第
一
会
議
室
で
秋
山
松
代
町

長
並
び
に
上
越
林
業
事
業
所
小
林
課

長
を
迎
え
開
催
さ
れ
た
。

　
町
造
林
組
合
は
森
林
組
合
に
代
る

組
織
で
あ
り
、
昭
和
五
十
二
年
に
設

立
さ
れ
、
現
在
組
合
員
百
人
で
組
織

さ
れ
て
い
る
。

　
総
会
に
お
い
て
昭
和
五
十
八
年
度

事
業
実
績
（
面
積
百
六
十
㎞
、
事
業

費
二
千
三
百
万
円
）
並
び
に
決
算
が

承
認
さ
れ
、
続
い
て
昭
和
五
十
九
年

度
事
業
計
画
が
審
議
可
決
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
計
画
で
は
新
植

　
　
　
　
　
　
　
＋
五
㎞
、
作
業
路

　
　
　
　
　
　
　
千
七
百
m
、
『
下
刈
、

　
　
　
　
　
　
　
施
肥
、
除
伐
等
の

　
　
　
　
　
　
　
保
育
百
六
十
㎞
、

　
　
　
　
　
　
　
異
常
豪
雪
に
よ
る

倒
木
起
し
三
十
二

　
　
事
業
費
三
千

二
百
万
円
が
決
定

さ
れ
た
。

植
林
、
林
の

手
入
れ
は

　
松
代
町
造
林
組

　
合
へ

組
合
事
務
局
は

　
産
業
課
林
業
係

　
町
で
は
、
植
林
に
よ
り
広
く
造
林

の
普
及
を
は
か
り
、
あ
わ
せ
て
治
山
．

治
水
に
役
立
つ
た
め
収
益
を
分
け
合

う
目
的
と
す
る
部
落
有
、
個
人
有
の

山
林
に
団
地
（
三
～
十
㎏
）
の
造
林

事
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
貴
重
な
土
地
を
有
効
に
活
用
す
る

た
め
に
も
、
あ
な
た
の
山
林
、
部
落

の
山
林
に
木
を
植
え
ま
し
よ
う
。

　
植
林
に
は
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

団
地
造
林
と
合
せ
て
役
場
産
業
課
林

業
係
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

　
良
質
木
を
生
産
、
育
成
す
る
た
め

に
林
の
手
入
れ
を
し
ま
し
ょ
う
〃

造林種別事業費及び補助金

（昭和58年秋期）町歩当り

　　　　　　　単位：円1．造林

林　転 原野B 水　田

杉
1
町
歩
2
， 500

　本

個人造林

事業費

補助金 291，000 168，000 221，000

造林組合

受託造林

事業費 790，000 403，000 515，000

補助金 391，000 251，000 311，000

単位1円2．保育

種　別 林　令 事業費 補助金

根　踏 2年目 21，000

雪起し 6～10年 139，000 45，000

下　刈 1～5 60，000 22，600

枝　打 7～15 107，000 32，000
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， G●　　●
’ ●

■

軍
●

〈

　●●●
　o●

　●■●
　●●

喩

　
、

●
●●

　
9

●

轟榊
，
傘

田
野
倉
部
落

表
彰
さ
れ
る

誕

　
田
野
倉
部
落
が
去
る
五
月
二
十
二
日
浦
川
原
村
で
開
催

さ
れ
た
第
1
2
回
上
越
地
方
植
樹
祭
で
、
昨
年
田
野
倉
公
園

に
桜
苗
木
、
ツ
ツ
ジ
等
植
栽
に
土
地
提
供
及
び
協
力
に
よ

る
緑
化
功
労
、
並
び
に
昭
和
五
十
五
、
五
十
六
年
に
部
落

有
、
個
人
有
の
山
林
に
新
潟
県
林
業
公
社
造
林
事
業
1
0
㎞

植
栽
の
造
林
事
業
推
進
に
対
し
て
、
新
潟
県
森
林
組
合
連

合
会
長
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
、

■
●●

　
●

●
● ◎

’ ●
●

馨’
●

、

ち
●

’■
●●

蝿畿き， ● ■
●
◎

当 D9 、　　　　一齢榊壼
◎
．●

●　
ρ
●

9

5

．
．
、

●
．
9

’

農業委員選挙

　
現
農
業
委
員
の
任
期
が
、
七
月
十

九
日
に
満
了
に
な
り
ま
す
の
で
、
七

月
十
五
日
に
一
般
選
挙
が
行
わ
れ
ま

す
。　
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
は
十
人
、

任
期
は
三
年
で
す
。

　
立
候
補
の
受
付
は
告
示
日
（
七
月

十
日
）
で
す
。
立
候
補
を
予
定
さ
れ

る
方
へ
の
説
明
会
は
告
示
日
前
に
開

き
ま
す
の
で
、
後
程
区
長
さ
ん
を
通

じ
て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

　
投
票
日
当
日
旅
行
、
用
務
等
で
投

票
所
へ
行
け
な
い
方
は
七
月
十
日
か

ら
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

子供の水の事故

6，7，8月は交通事故よ乏

が増水しているときは、子供た

ちを近づけないよう注意する

1〉水辺で遊んでいる子供を見か

けたら、声をかけ、安全な場所

で遊ばせるようにする

　　　　　　　　　　鋤

　右の表をご覧ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　ロ
　この数字は、昨年の6月か　　　　　　i水　死i交通事故死

ら8月までに水死した子供（中　　6月　：　71人：　64人

学生以下）の数と、同し時期　　7月　i723　i　77

　　　　　　　　　　　　　　8月　8764　’　703に交通事故で亡くなった子供　　　　　　1　　　　：

の数です（警察庁調べ）。　　　　　　　　　　　　〈保護者の方へ〉

　これを見ると、水死が交通事故死を大さく　　　大切な子供を、親の不注意で
上回っているのが分かります。交通事故死の約　　水の事故に遭わせないよう叉次

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のような点に注意しましょつ。
1・5倍てす・　　　　　　　　　　　　　　　　　　》子供たちだけで水泳や水遊び

　こうした子供の水難事故の6割は、保護者が、　に行かせない．行くときは、保

そばにいないときに起こっています。交通事故　　護者や大人が必ず同伴する・特
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に、幼児がいる場合は　常に目
の防止とともに・特に夏の間は子供の水の事故　　を離さないようにする’

に十分注意しましょう。　　　　　　　　　　　　レ雨降りの後などで川や用水堀
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熈
轍
灘
　
聾
　
嚢
臼
、
事
．

あ
な
た
の
糧
幾
、
悪
麟
綴
閣
舜
圏
櫻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
響
鶴
弼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
膿
欝
撒
雨
講
烈
繊
．
握
猶
襲
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
灘

土
砂
災
害
を
生
む
大
雨

　
植
木
鉢
と
か
庭
に
十
を
盛
り
上
げ
、

そ
こ
に
水
を
注
い
で
み
ま
し
ょ
う
。

は
じ
め
は
、
水
が
み
る
み
る
う
ち
に

し
み
込
ん
で
い
き
ま
す
。
し
か
し
、

水
を
含
み
き
れ
な
く
な
る
と
、
土
は

崩
れ
始
め
ま
す
。
土
砂
災
害
は
こ
う

し
て
起
こ
る
の
で
す
。

　
土
砂
災
害
な
ん
て
無
縁
の
も
の
、

被
害
に
遭
っ
た
人
の
ほ
と
ん
ど
が
そ

う
思
っ
て
い
た
は
ず
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
雨
が
し
ば
ら
く
続
い
た
あ
る
日
、

突
然
に
　
　
。

　
地
面
が
崩
れ
る
と
は
ふ
だ
ん
だ
れ

も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
台

風
や
梅
雨
な
ど
で
雨
が
一
時
に
多
量

に
降
る
と
、
い
つ
も
は
水
の
少
な
い

沢
か
ら
土
砂
が
流
れ
出
し
た
り
、
ふ

だ
ん
は
丈
夫
そ
う
に
見
え
る
が
け
が
、

崩
れ
始
め
ま
す
。
雨
で
地
盤
が
ゆ
る

む
た
め
で
す
。

一
一
≡
≡
≡
≡
一
≡
＝
一
≡
≡
一
一
…
≡
≡
≡
一
≡
＝
…
≡
一
…
＝
≡
一
…
一
≡

地
す
べ
り

一
≡
≡
一
≡
一
≡
≡
＝
一
＝
＝
≡
≡
≡
＝
＝
≡
…
一
一
一
≡
≡
≡
一
≡
≡
≡
一
≡

　
山
な
ど
の
斜
面
の
一
部
が
す
べ
り

落
ち
る
　
　
こ
れ
が
「
地
す
べ
り
」

で
す
。
「
が
け
崩
れ
」
に
似
て
い
ま
す

が
、
地
す
べ
り
は
、
元
の
形
を
あ
る

程
度
保
ち
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
、
し

か
も
継
続
的
に
崩
れ
る
も
の
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
す
べ
り
を
引
き
起
こ
す
も
の
と

し
て
は
、
雨
水
の
ほ
か
、
雪
ど
け
水
、

、、、’、’．∵

　、　　、
　　、、、
　　　、
　　◎　、
、

　魁覧

　　　　　　一職。擁

地
震
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

斜
面
の
端
か
ら
土
砂
を
取
り
除
い
た

り
、
斜
面
の
上
部
に
盛
り
土
を
す
る

な
ど
、
手
を
加
え
る
こ
と
も
地
す
べ

り
の
引
き
金
と
な
り
ま
す
。

≡
一
≡
≡
…
…
一
…
一
＝
…
≡
≡
…
…
…
｝
≡
＝
≡
≡
…
≡
≡
一
…
≡
＝
≡
≡
≡
≡
一
一
≡
…
一
≡
≡
≡
…
一
≡
…
＝
≡
≡
≡
…
一
…
≡
…
≡
≡
…
＝
一
一

土砂災害3つの
　　パターン

　±砂災害は、地面の崩れ方で

「土石流」「地すべり」「がけ崩れ」

の3つに分けられますb

≡
一
≡
…
≡
一
…
≡
一
≡
…
≡
≡
…
≡
＝
『
≡
≡
＝
…
≡
≡
≡
一
＝
＝
≡

土
石
流
（
続
嬉
）

…
≡
≡
≡
…
≡
＝
一
≡
＝
≡
＝
≡
…
≡
一
一
一
≡
≡
＝
≡
…
≡
＝
一
一
≡
…

　
雨
を
含
み
き
れ
な
く
な
っ
た
多
量

の
土
砂
が
急
な
谷
を
流
れ
出
す
の
が

「
土
石
流
」
で
す
。
「
山
津
波
」
と
も
呼

ば
れ
ま
す
。
突
発
的
に
起
こ
る
た
め

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　
一
時
間
に
二
十
ミ
リ
以
上
の
強
い

雨
が
降
っ
た
り
、
降
り
始
め
て
か
ら

降
雨
量
が
百
ミ
リ
を
超
え
る
よ
う
な

と
き
に
発
生
し
や
す
く
な
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
急
に
雨
が
強
く
降
っ

た
り
、
長
く
続
く
と
き
は
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

が
け
崩
れ

＝
＝
＝
…
≡
＝
…
≡
…
≡
一
≡
…
一
≡
≡
…
一
…
一
≡
≡
≡
≡
…
＝
…
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う

　
「
が
け
崩
れ
」
は
、
勾
配
が
三
十
度

以
上
の
斜
面
に
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
割
れ
目
が
多
か
っ
た
り
、
水
が
流

れ
て
い
た
り
、
上
部
が
せ
り
出
し
て

い
る
よ
う
な
が
け
は
、
崩
れ
や
す
い

が
け
と
い
え
ま
す
。

　
が
け
崩
れ
は
、
地
す
べ
り
と
同
じ

で
、
雨
ば
か
り
で
な
く
地
震
で
も
起

き
ま
す
。
し
か
し
、
ふ
だ
ん
か
ら
次

の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
て
い
れ
ば
、

予
防
で
き
ま
す
。
が
け
の
周
囲
で
危

険
だ
な
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
と

き
は
、
役
場
や
都
道
府
県
の
土
木
事

務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
●
雨
水
な
ど
を
が
け
に
流
さ
な
い

　
　
よ
う
に
す
る

●
が
け
の
周
囲
の
水
路
を
掃
除
し
、

水
を
た
め
な
い

●
風
に
揺
れ
て
、
そ
の
根
が
地
盤

　
を
ゆ
る
め
る
よ
う
な
大
木
は
切

り
取
る

●
崩
れ
そ
う
な
土
の
か
た
ま
り
は

　
あ
ら
か
じ
め
取
り
除
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
く

●
崩
れ
そ
う
な
箇
所
は
棚
な
ど
で

補
強
す
る

●
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で
覆
い
、
水
が

　
が
け
に
し
み
込
ま
な
い
よ
う
に

　
す
る
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ミノら

）づ・

　　ノマ

イ
ク
間

　
　
／

　
　
　
松
代
高
等
裳
絞

題
．
菊
由
健
治

　
資
料
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
県
内

高
校
生
の
交
通
事
故
の
七
割
近
く
が
、

バ
イ
ク
事
故
で
す
。
件
数
・
傷
者
数

は
増
加
し
て
い
ま
す
。
昭
和
58
年
の

死
者
数
十
四
人
中
、
十
三
人
が
バ
イ

ク
事
故
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
の
十

三
人
中
、
通
学
時
で
の
死
亡
は
一
人

で
、
十
二
人
が
在
宅
時
で
の
死
亡
で

す
。　
交
通
事
故
・
交
通
違
反
の
多
発
す

る
現
状
か
ら
、
高
校
生
の
バ
イ
ク
は

禁
止
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
と
、
高

校
生
の
バ
イ
ク
禁
止
は
当
面
の
事
故

防
止
に
つ
な
が
る
が
、
交
通
社
会
に

対
応
で
き
る
人
間
づ
く
り
は
で
き
な

く
な
る
か
ら
安
全
教
育
を
推
進
す
る

の
が
先
だ
と
い
う
意
見
の
二
つ
が
あ

り
ま
す
。

　
高
校
生
は
バ
イ
ク
の
「
免
許
を
と

ら
な
い
・
車
に
乗
ら
な
い
・
車
を
買

わ
な
い
」
と
い
う
「
三
な
い
運
動
」

を
展
開
し
て
バ
イ
ク
の
全
面
的
に
禁

止
し
て
い
る
県
が
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
。
神
奈
川
県
は
こ
の
「
三
な
い
運

動
」
に
さ
ら
に
「
乗
せ
て
も
ら
わ
な

い
・
親
は
子
の
要
求
に
負
け
な
い
」

を
く
わ
え
て
「
四
プ
ラ
ス
一
な
い
運

動
」
を
行
っ
て
、
高
校
生
か
ら
厳
し

く
バ
イ
ク
を
遠
ざ
け
て
い
ま
す
。

　
新
潟
県
は
通
学
時
に
は
50
㏄
以
下

の
バ
イ
ク
を
と
い
う
規
制
だ
け
を
行

っ
て
、
安
全
教
育
を
推
進
さ
せ
る
立

場
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
本
校
も
安
全
教
育
を
ホ
ー
ム
ル
i

ム
で
行
っ
て
も
ら
い
、
学
校
行
事
と

し
て
交
通
安
全
講
話
や
バ
イ
ク
実
技

講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
生
徒

に
自
分
の
生
命
を
大
事
に
す
る
こ
と

と
同
時
に
、
他
人
の
生
命
に
も
畏
敬

の
念
を
払
う
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え

て
い
ま
す
．

　
五
月
末
ま
で
本
校
で
は
バ
イ
ク
事

故
は
な
く
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
が
二
名

出
て
い
ま
す
。
学
校
が
家
庭
や
地
域

社
会
と
手
を
組
み
な
が
ら
安
全
教
育

を
徹
底
し
、
バ
イ
ク
の
事
故
・
違
反

　
　
　
　
　
　
　
　
を
無
く
し
て
行

　
　
　
　
　
　
　
　
き
た
い
と
思
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
ま
す
。

況状生発交　　通　　事　　故

欝

表1

　　　　別

　　区　　　　分区　　分

57　　　　年 58　　　　年 増　　減　　率（％）

高　事
校
生
　
故

高　事
校
生
　
故

高　事
校
生
　
故

二　事
輪
車
　 故

二　事
輪
車
　 故

二　事
輪
車
　 故

件　　　　　　　数 694件 481件 797件 533件 14．8％ 10．8％

死　　　者　　　数 17人 13人 14人 13人 一17．6％ O．O％

傷　　　者　　　数 632人 362人 703人 405人 11．2％ 11．9％

か
た
つ
む
り

　
か
た
つ
む
り
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
姿

を
現
し
、
盛
ん
に
活
動
す
る
よ
う
に

な
る
の
は
、
暖
か
く
、
雨
の
多
い
シ

ー
ズ
ン
に
な
っ
て
か
ら
。
で
は
、
寒

い
時
や
乾
燥
し
た
時
は
ど
う
し
て
い

る
の
か
と
い
う
と
、
殼
の
中
に
引
っ

込
み
”
休
業
中
”
を
決
め
込
ん
で
い

ま
す
。

　
か
た
つ
む
り
を
で
ん
で
ん
虫
と
い

う
の
は
、
引
っ
込
ん
で
し
ま
う
と
な

か
な
か
出
な
い
か
ら
「
出
ん
出
ん
虫

な
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

マ
イ
マ
イ
と
も
呼
ば
れ
ま
す
が
、
舞

い
舞
い
で
は
な
く
て
巻
き
巻
き
が
語

源
だ
と
か
。

　
か
た
つ
む
り
の
殼
が
巻
き
貝
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
は
ご
存
じ
の
と

お
り
で
す
が
、
そ
の
巻
き
方
は
ヒ
ダ

リ
マ
キ
マ
イ
マ
イ
と
い
う
種
類
の
ほ

か
は
、
ほ
と
ん
ど
が
右
巻
き
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
か
た
つ
む
り
の
雌
雄

の
見
分
け
方
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

実
は
、
か
た
つ
む
り
は
雌
雄
同
体
で

す
。
け
れ
ど
も
交
尾
は
ほ
か
の
か
た

つ
む
り
と
行
い
、
精
子
を
交
換
し
合

っ
て
卵
を
産
み
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
か
た
つ
む
り
は
ち
ょ

っ
と
変
わ
っ
た
動
物
で
、
触
用
を
動

か
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
動
い
て
行
く

姿
を
見
て
い
る
と
、
自
然
の
営
み
の

神
秘
さ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。



1””1””llll”””7””1””Ill””Illlこうほう・まつだい（6月号）””1”1”II”IIIIlll”II“”””1”1”lll”ll”1”1””””llIIllll”1”1”“ll”1”1”1”1””1”””1”II”MIII”ll”llllIll”1”II””1””II”1””1”1””””1”II”Illll”””“iIII

移推の数故事通交表2

　　　　年区分 55 56 57 58

件　　　　数 691 689 694 797

死
　
　
　
者
　
　
　
数
　
　
　
σ
9

全死者数 12 14 17 14

自動車
運転

同乗

O　（0）
…………一　（O）
0　（O）

　1（7．1）
…一一一一…一・（14．3）

　1（7．1）

　0　（0）
一……………（17．6）
　3（17．6）

　1（7．1）
……………（7．1〉
　0　（0）

自　動

二輪車

運転

同乗

　2（16．7）
一一……一一（41．7）
　3（25．0）

　4（28．6）
一一一一…一一一（42．9）

　2（14．3）

　9（52．9）
一…一…一…（52．9）

　O　（0）

　5（35．7）
一一……p一（42．9）
　1（7．1）

原動機付

自転車

運転

同乗

　6（50．0）
………一…（58．3）
　1（8．3）

　3（21．4）
………一…一（21．4）

　0　（0）

　4（23．5）
一一………一（23．5）

　0　（0）

　7（50）
…一一…（50）
　0　（0）

自転車
運転

同乗

O　（O）
………一　（0）
0　（0）

　2（14．3）
……………（14．3）

　0　（0〉

　1（5．9）
一一一一一・一（5．9）

　0　（0）

　0　（O）
……………　（O）
　O　（O）

小　　　　計 12（100） 13（92．9） 17（100） 14（100）

歩　　　　行 O 1（7．1） O 0
そ　の　他 0 O 0 0

傷
　
　
　
者
　
　
　
数
　
　
　
e
9

全傷者数 582 612 632 703

自動車
運転

同乗

10（1．7）
一…一…一（10．O）

48（8．2）

　9（1。5）
一一…………（11．4）
61（10．0）

12（1．9）
一………一一（13．3）
72（11．4）

10（L4）
一…一一一（11．7）
72（10．2）

自　動

二輪車

運転

同乗

89（15．3）

…一……一（22．5）

42（7．2）

90（14．7）

……………（23．5）
54（8．8）

72（1L4）
……………（19．8）
53（8．4）

66（9．4）

……一一（14．5〉
36（5。1）

原動機付

自転車

運転

同乗

265（45．5）
一……一一（45．9）

　2（O．3〉

258（42．2〉

……一…一（43．O）
　5（0．8）

291（46．0）

………一一（47．6）
10（1．6）

340（48．4）

……………（49．9）
11（1．6）

自転車
運転

同乗

101（17．4）
一一一噸……一（17．4）

　0　（0）

105（17．2）

……一…一（17．2）

　0　（0）

96（15．2）

………一…一（15。5）

　2（0．3〉

132（18．8）

一一………一（19．5〉
　5（0．7）

小　　　　計 557（95．7〉 582（95．1） 608（96．2） 672（95．6）

歩　　　　行 24（4．1） 28（4．6） 22（3．5） 25（3．6）

そ　の　他 1（0．2） 2（O。3） 2（0．3） 6（0，9）

「口■■■幽レ

◎纏驚乞遡翅
②

自立へのステップ

　　　第二反抗期

　
仮
に
、
わ
が
子
が
た
ば
こ
を
吸
っ

て
い
る
の
を
見
か
け
た
と
し
ま
す
。

や
め
さ
せ
る
に
は
、
親
と
し
て
ど
う

対
処
す
る
の
が
良
い
と
お
考
え
で
す

か
。　
有
無
を
言
わ
せ
ず
、
絶
対
い
か
ん

と
言
っ
て
平
手
打
ち
の
一
つ
も
く
わ

せ
ま
す
か
。
未
成
年
者
の
喫
煙
は
禁

じ
ら
れ
て
い
る
と
、
法
律
を
盾
に
と

っ
て
説
得
す
る
で
し
ょ
う
か
。
あ
る

い
は
体
に
よ
く
な
い
か
ら
と
、
健
康

㊧　　（　）内は全死者数及び全傷者数に対する割合

面
か
ら
迫
る
で
し
よ
う
か
。

　
ど
れ
が
最
良
の
方
法
か
は
、
一
概

に
言
え
ま
せ
ん
。
家
庭
環
境
や
親
子

関
係
、
子
供
の
成
長
段
階
な
ど
に
よ

っ
て
、
対
処
の
仕
方
も
違
っ
て
く
る

か
ら
で
す
。

◎
ひ
と
つ
問
違
う
と

　
　
　
　
　
非
行
に
陥
る

　
非
行
に
走
る
少
年
達
の
二
人
に
一

人
は
中
学
生
で
す
。
年
齢
的
に
は
十

二
、
三
歳
か
ら
十
四
、
五
歳
、
精
神

的
な
発
達
段
階
か
ら
す
る
と
、
第
二

反
抗
期
に
あ
た
り
ま
す
。

　
思
春
期
あ
る
い
は
第
二
自
己
主
張

期
と
も
呼
ば
れ
る
こ
の
年
齢
は
、
一

人
前
の
人
間
と
し
て
自
分
の
存
在
を

周
囲
に
認
め
さ
せ
た
い
と
い
う
欲
求

が
非
常
に
強
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
は
超
自
我
の
目
覚
め
で
あ
り
、

親
か
ら
離
れ
て
精
神
的
な
自
立
を
め

ざ
す
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と
い
え
ま
す
。

　
「
も
う
、
親
の
指
図
を
受
け
る
年

で
は
な
い
」
「
親
の
言
う
と
お
り
従
っ

て
い
る
な
ん
て
、
子
供
っ
ぽ
く
て
」

ー
1
こ
う
し
た
反
発
心
自
体
は
、
決

し
て
い
け
な
い
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
自
主
性
の
芽
生
え
と
い
う
点
で
は

望
ま
し
く
、
む
し
ろ
反
抗
し
な
い
子

供
を
心
配
し
た
ほ
う
が
い
い
く
ら
い

で
す
。
事
実
、
わ
が
子
の
非
行
を
知

ら
さ
れ
”
素
直
で
お
と
な
し
い
う
ち

の
子
に
限
っ
て
…
…
”
と
絶
句
す
る

親
が
少
な
く
な
い
の
で
す
。

　
要
は
、
第
二
反
抗
期
（
第
二
自
己

主
張
期
）
を
、
ど
う
体
験
さ
せ
る
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
自
立
期
で
は
あ

る
も
の
の
社
会
的
に
は
ま
だ
未
熟
な

た
め
、
ひ
と
つ
間
違
う
と
非
行
に
陥

り
や
す
い
と
い
う
の
が
、
こ
の
年
代

の
大
き
な
特
徴
で
す
。

◎
他
律
か
ら
自
律
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
転
換
期

　
中
学
生
と
も
な
る
と
、
た
ば
こ
を

吸
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
ぐ
ら
い
百

も
承
知
し
て
い
ま
す
。
親
に
見
つ
か

れ
ば
し
か
ら
れ
る
こ
と
も
、
よ
く
分

か
っ
て
い
ま
す
。
で
は
、
な
ぜ
、
あ

え
て
た
ば
こ
を
口
に
す
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　
た
ば
こ
に
限
ら
ず
、
こ
の
年
代
の

子
供
は
、
い
わ
ゆ
る
”
世
の
中
の
決

ま
り
”
を
あ
え
て
破
り
、
大
人
が
マ

ユ
を
ひ
そ
め
る
よ
う
な
こ
と
を
平
気

で
す
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

反
抗
期
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
す
が
、

こ
れ
は
自
己
主
張
の
表
れ
で
も
あ
る

の
で
す
。

　
世
の
中
の
決
ま
り
だ
か
ら
、
親
が

言
う
か
ら
従
う
と
い
う
の
で
は
な
く
、

体
験
を
通
し
て
自
ら
の
意
志
で
判
断

し
、
納
得
ず
く
で
受
け
入
れ
よ
う
と

す
る
心
が
働
い
て
い
る
の
で
す
。
他

律
か
ら
自
律
へ
の
転
換
期
I
l
頭
ご

な
し
に
ど
や
し
つ
け
る
だ
け
で
は
事

が
す
ま
な
い
の
も
そ
の
た
め
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
、
子
供
た
ち
の
心
理

状
態
に
着
目
し
、
ど
う
言
え
ば
こ
の

子
の
心
の
中
に
響
く
の
だ
ろ
う
か
と

い
う
こ
と
を
、
い
つ
も
考
え
な
が
ら

接
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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滝
沢
部
落
は
、
松
代
町
中
心
地
よ

り
、
道
の
り
に
し
て
約
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　
松
代
よ
り
車
で
来
ま
す
と
、
右
手

に
渋
海
川
を
見
な
が
ら
田
沢
、
犬
伏

の
伊
沢
橋
を
渡
り
、
国
道
二
五
三
号

線
と
分
れ
て
国
道
四
〇
四
号
線
に
入

り
ま
す
と
、
右
手
に
、
白
い
大
き
な

建
物
が
見
え
て
来
ま
す
。
そ
れ
は
、

伊
沢
地
区
の
子
供
達
が
学
ぶ
、
孟
地

小
学
校
で
す
。
こ
こ
に
は
滝
沢
部
落

の
子
供
達
は
通
学
し
て
い
ま
せ
ん
。

学
校
を
見
な
が
ら
右
に
入
っ
て
、
孟

地
部
落
を
後
に
す
る
と
、
砂
利
道
に

な
っ
て
来
ま
す
。
今
度
は
、
左
手
に

松
苧
神
社
を
望
み
な
が
ら
、
下
り
の

道
に
変
り
ま
す
。
少
し
下
る
と
、
左

下
に
渋
海
川
を
は
さ
み
、
中
子
部
落

を
見
下
し
な
が
ら
下
っ
て
行
き
ま
す

と
、
新
し
い
道
路
が
川
の
上
ま
で
来

て
、
い
る
の
に
気
付
く
と
思
い
ま
す
。

そ
の
道
路
こ
そ
滝
沢
部
落
と
片
桐
山

部
落
が
待
ち
望
ん
で
い
る
道
路
な
の

で
す
。
（
昭
和
五
十
七
年
度
よ
り
、
市

町
村
代
行
〔
橋
梁
整
備
事
業
〕
事
業

で
県
が
工
事
を
行
な
っ
て
い
る
。
）
こ

れ
が
完
成
す
る
と
、
孟
地
部
落
か
ら
、

国
道
四
〇
四
号
線
を
通
り
、
中
子
部

落
か
ら
こ
の
新
し
い
道
路
（
町
道
中

子
、
片
桐
山
線
）
に
入
り
砂
利
道
で

な
く
舗
装
の
道
路
を
、
滝
沢
部
落
へ

行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。　
今
度
は
、
登
り
道
に
な
り
、
カ
ー

ブ
を
曲
る
と
、
片
桐
山
部
落
に
入
り

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
登
っ
て
行
く
と
よ

う
や
く
谷
を
隔
て
て
滝
沢
部
落
が
見

「

、
　
醜

え
て
来
ま
す
。

　
部
落
は
、
松
代
東
部
の
一
番
は
ず

れ
に
あ
り
南
斜
面
に
点
在
し
て
い
ま

す
。　
戸
数
、
十
五
戸
、
人
口
、
五
十
一

人
と
言
う
の
が
現
在
の
滝
沢
部
落
で

す
が
、
昔
は
戸
数
、
三
十
戸
ほ
ど
あ

り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
三
十
五
年

頃
か
ら
、
四
十
六
年
に
か
け
て
、
村滝沢・樽沢線より滝沢部落をのぞむ町道

を
離
れ
る
人
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、

意
外
と
東
京
方
面
よ
り
も
隣
り
の
十

日
町
市
に
移
り
住
ん
で
い
る
人
が
、

半
数
以
上
も
い
ま
す
。
こ
の
点
か
ら

考
え
て
見
る
と
、
交
通
の
便
が
良
く

て
勤
め
口
さ
え
あ
れ
ば
、
雪
の
多
い

事
と
は
、
あ
ま
り
関
係
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
早
く
新
し
い
道
路
（

橋
梁
）
が
完
成
し
、
冬
期
間
も
無
雪

化
に
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
滝
沢
部
落
に
来
て
、
住
民
と
話
し

を
し
て
見
る
と
、
こ
と
ば
の
違
い
に

気
付
か
れ
る
と
思
い
ま
す
。
「
同
じ
松

代
町
の
住
民
な
の
に
」
と
、
私
も
子

供
の
頃
、
そ
う
思
い
ま
し
た
。
隣
り

の
片
桐
山
部
落
に
行
っ
た
だ
け
で
こ

と
ば
が
違
っ
て
来
ま
す
。
こ
と
ば
と

言
う
よ
り
、
方
言
と
言
っ
た
方
が
良

　
い
の
で
し
ょ
う
か
、
と
こ
ろ
が
、
十

日
町
か
ら
中
魚
沼
地
方
の
人
々
が
使

う
方
言
が
滝
沢
の
こ
と
ば
と
、
と
て

も
良
く
似
て
い
ま
す
。
ま
た
、
滝
沢

の
奥
さ
ん
方
や
、
お
ば
さ
ん
方
に
、

　
「
生
れ
は
ど
こ
で
す
か
」
と
、
尋
ね

れ
ば
、
「
お
ら
、
川
西
町
の
室
島
か
ら

来
た
ん
だ
て
」
、
「
お
れ
は
十
日
町
市

の
樽
沢
か
ら
来
た
ん
だ
ぜ
」
と
、
言

　
っ
た
具
合
に
、
十
日
町
や
川
西
町
方

面
か
ら
来
ら
れ
た
人
が
多
い
の
で
す
。

ま
た
、
経
済
的
な
面
か
ら
も
、
昔
は
、

西
瓜
や
瓜
な
ど
を
作
っ
て
は
、
十
日

，
、
町
な
ど
に
売
っ
て
、
生
計
を
立
て
て

　
い
た
よ
う
で
す
。
近
年
ま
で
は
、
土

工
な
ど
旦
雇
の
仕
事
や
、
生
活
物
資

　
　
　
　
　
　
　
　
9
ペ
ー
ジ
ヘ
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ま
で
十
日
町
に
依
存
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
よ
う
で
し
た
が
、
昭
和
四
十

一
年
こ
ろ
孟
地
～
荒
瀬
線
が
滝
沢
ま

で
完
成
し
て
、
松
代
ま
で
、
車
が
楽

に
行
け
る
よ
う
に
な
り
、
よ
う
や
く
、

生
活
物
資
に
お
い
て
も
、
松
代
に
依

存
す
る
よ
う
に
な
っ
て
来
ま
し
た
が
、

経
済
面
で
は
、
十
日
町
の
単
価
が
松

代
よ
り
高
い
た
め
旦
雇
な
ど
は
、
十

日
町
方
面
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
最
近
で
は
、
日
雇
に
行
っ
て

い
た
人
達
も
、
農
業
一
本
に
し
て
、

収
入
を
上
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

主
要
作
物
と
し
て
、
米
を
中
心
に
、

タ
バ
コ
、
イ
ン
ゲ
ン
、
ナ
ス
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
春
先
な
ど
は
、
山
菜
な

ど
も
大
き
な
収
入
の
一
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
、
な
に
せ
、
土
地
条
件
が

悪
い
た
め
農
業
規
模
を
広
げ
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
が
一
つ
の
悩
み
の
よ

う
で
す
。
若
い
人
も
家
に
残
っ
て
い

る
の
で
す
が
町
に
勤
め
に
出
て
い
る

人
も
い
ま
す
。

　
で
は
、
最
後
に
滝
沢
の
自
然
に
目

を
向
け
て
見
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
春
、
町
道
の
除
雪
が
終
っ
て
車
が

部
落
ま
で
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

ろ
、
片
桐
山
地
内
よ
り
、
滝
沢
の
山

　
　
　
　
　
　
々
を
見
回
わ
す
と
、

ブ
ナ
の
木
の
鮮
や
か

な
新
緑
に
覆
わ
れ
た

部
落
を
一
望
に
す
る

こ
と
が
で
き
て
、
と

っ
て
も
す
ば
ら
し
い

で
す
。
し
か
し
中
子
、

孟
地
、
松
代
の
山
々

を
見
回
わ
し
て
も
、

ま
だ
、
ど
こ
も
ブ
ナ

の
木
が
芽
吹
い
て
い

な
い
の
に
気
付
か
れ

る
で
し
ょ
う
。
滝
沢

は
、
南
斜
面
で
日
当

り
が
良
い
た
め
、
ブ

ナ
の
芽
吹
き
が
町
内

で
も
一
番
早
い
の
で

す
。
ま
た
、
こ
の
頃

に
な
る
と
山
菜
も
取

れ
る
よ
う
に
な
り
、

日
曜
日
な
ど
は
、
松
代
、
十
日
町
方
、

面
の
人
々
が
多
く
、
マ
イ
カ
ー
で
に

ぎ
あ
い
ま
す
。
車
で
来
る
の
は
良
い

の
で
す
が
、
空
缶
な
ど
で
、
田
畑
を

汚
さ
れ
る
の
で
大
変
困
っ
て
い
ま
す
。

　
部
落
か
ら
は
ず
れ
て
、
滝
沢
、
樽

沢
線
を
登
っ
て
行
く
と
、
滝
沢
の
最

高
峰
、
花
立
山
（
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）

に
着
き
ま
す
。
そ
こ
か
ら
は
、
滝
沢

部
落
を
中
心
と
し
た
大
パ
ノ
ラ
マ
が

目
の
前
に
広
が
っ
て
き
ま
す
。

　
ま
ず
、
前
方
手
前
に
桐
山
、
そ
の

奥
に
、
大
き
く
黒
姫
山
が
そ
び
え
立

っ
て
い
ま
す
。
す
こ
し
左
側
に
松
苧

山
、
そ
し
て
、
左
手
手
前
か
ら
順
に

下
山
、
雁
ヶ
峰
、
菱
ヶ
岳
、
赤
倉
山
、

妙
高
山
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
今
度
は
、
右
に
目
を
移
す
と
、

刈
羽
方
面
を
見
回
す
こ
と
が
で
き
、

昔
の
人
は
、
「
天
気
の
良
い
日
、
山
に

登
っ
た
ら
、
佐
渡
ヶ
島
も
見
え
た
」

と
言
っ
た
く
ら
い
で
し
た
。

　
後
を
見
て
み
ま
す
と
、
今
度
は
、

十
日
町
市
を
中
心
と
し
た
大
パ
ノ
ラ

　
マ
が
広
が
っ
て
来
ま
す
。
手
前
か
ら

順
に
、
八
箇
峠
の
魚
沼
丘
陵
、
そ
の

奥
に
左
か
ら
順
に
、
駒
ヶ
岳
、
八
海

、
山
、
巻
機
山
と
連
な
る
越
後
山
脈
を

も
一
望
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、

ご
存
知
の
よ
う
に
八
月
二
十
七
日
に

は
、
十
日
町
祭
り
が
盛
大
に
行
わ
れ

前
夜
祭
に
は
、
花
火
も
打
ち
上
げ
ら

れ
、
夜
景
と
も
マ
ッ
チ
し
て
、
と
っ

て
も
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
に
見
え
ま
す
。

ま
た
滝
沢
に
は
、
名
前
の
と
お
り
、

大
小
六
つ
の
滝
が
部
落
周
辺
に
点
存

し
て
い
て
、
自
然
の
雄
大
さ
に
感
動

さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
あ
ま
り
、
う
ま
く
部
落
の
紹
介
を

出
来
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
「
百
聞
は
、

　
一
見
に
し
か
ず
」
、
是
非
一
度
滝
沢
部

落
の
大
自
然
や
、
人
柄
に
触
れ
て
見

て
下
さ
い
。
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前
回
で
は
高
速
道
路
に
お
け

る
安
全
走
行
に
つ
い
て
記
し
ま

し
た
が
、
今
回
は
、
高
速
の
影

響
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
Q

1
i
高
速
が
感
覚
に
及
ぽ
す
影
響

☆
　
動
体
視
力
の
低
下

　
視
力
に
は
、
通
常
の
状
態
で
物
を

見
つ
め
る
場
合
の
「
静
止
視
力
」
と

車
を
運
転
し
て
い
る
と
き
の
よ
う
に

対
象
が
常
に
動
い
て
い
る
状
態
で
物

を
見
つ
め
る
場
合
の
「
動
体
視
力
」

が
あ
る
。
動
体
視
力
は
、
高
速
と
な

る
に
従
っ
て
低
下
し
、
こ
の
度
合
は

年
齢
、
健
康
状
態
、
そ
の
他
周
囲
の

環
境
の
変
化
に
よ
り
影
響
が
あ
る
。

　
　謬
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☆
　
視
野
が
急
激
に
狭
く
な
る

　
視
野
と
は
、
目
を
動
か
さ
ず
に
、

見
る
こ
と
の
で
き
る
範
囲
を
い
う
。

　
停
止
し
て
い
る
自
動
車
の
視
野
は

約
百
八
十
度
あ
る
が
、
自
動
車
の
速

度
が
は
や
く
な
る
ほ
ど
運
転
者
の
視

野
は
狭
く
な
り
、
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

毎
時
で
四
〇
度
く
ら
い
と
な
る
。

　
こ
の
た
め
遠
景
は
鮮
明
に
見
え
る

が
、
近
景
は
ぼ
や
け
て
確
認
が
で
き

な
く
な
る
の
で
、
速
度
に
は
十
分
注

意
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

☆
　
速
度
感
が
な
く
な
る

　
速
度
感
覚
は
、
路
面
の
流
れ
、
周

囲
の
風
景
が
後
に
走
る
こ
と
な
ど
に

よ
っ
て
得
ら
れ
ま
す
。

　
高
速
道
路
で
は
、
障
害
物
が
な
く

周
囲
が
開
け
て
い
る
の
で
、
視
野
の

流
れ
が
お
そ
く
、
実
際
の
走
行
速
度

よ
り
も
遅
く
感
じ
る
の
が
普
通
で
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
速
度
感
覚
の
マ
ヒ

は
高
速
走
行
後
の
一
般
道
路
に
お
い

て
も
続
き
ま
す
の
で
、
必
ず
速
度
計
、

を
確
認
す
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

☆
速
度
催
眠
現
象

　
高
速
走
行
中
は
、
動
体
視
力
が
低

下
し
、
視
野
が
狭
く
な
り
、
し
か
も

視
線
を
五
百
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
前
方

に
集
中
す
る
た
め
、
速
度
感
覚
の
マ

ヒ
も
手
伝
い
、
疲
労
や
睡
眠
不
足
が

な
く
て
も
意
識
が
モ
ウ
ロ
ウ
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
を
高
速
催
眠
現
象
と
い

い
、
特
に
西
日
に
向
っ
て
い
る
と
き

や
、
夜
明
け
前
に
起
こ
り
や
す
い
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

☆
流
体
刺
激

　
高
速
走
行
中
は
、
路
面
、
周
囲
の

風
景
が
流
れ
、
刺
激
と
な
っ
て
目
に

飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。
無
意
識
の
う

ち
に
こ
の
流
体
刺
激
を
さ
け
、
安
定

し
た
視
界
を
得
よ
う
と
前
車
に
接
近

し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
車
間
距
離

の
確
認
が
大
切
で
す
。

4
C
c

ゆ
0　^
ε

♪♪

一

ノ嬢琳

2
1
高
速
が
運
転
操
作
に
及
ぽ
す

　
　
影
響

☆
　
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ

　
走
行
中
は
、
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け

る
こ
と
の
な
い
よ
う
前
方
を
注
視
し

前
車
と
の
車
間
距
離
を
十
分
に
と
っ

て
走
行
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
走
行
中
に
ブ
レ
ー
キ
の
必
要
が
あ

る
と
き
は
、
ま
ず
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー

キ
を
き
か
せ
、
足
ブ
レ
ー
キ
を
こ
き

ざ
み
に
軽
く
数
回
に
わ
け
て
踏
む
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

☆
　
ハ
ン
ド
ル
操
作

　
ハ
ン
ド
ル
の
切
れ
は
、
速
度
の
二

乗
に
比
例
し
て
よ
く
切
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
高
速
走
行
時
に
お
け
る

ハ
ン
ド
ル
操
作
は
、
一
般
道
路
の
四

分
の
一
程
度
で
よ
い
と
さ
れ
、
急
ハ

ン
ド
ル
は
禁
物
で
す
。

☆
　
ハ
イ
ド
ロ
プ
レ
ー
ニ
ン
グ
現
象

　
強
い
雨
が
降
っ
て
い
る
と
き
に
、

高
速
で
走
行
す
る
と
タ
イ
ヤ
が
浮
き

上
が
っ
た
よ
う
に
な
り
、
薄
い
水
の

膜
の
上
を
す
べ
っ
て
い
る
よ
う
な
状

態
に
な
る
現
象
を
い
い
ま
す
。

　
こ
の
状
態
に
な
る
と
、
ハ
ン
ド
ル

を
切
っ
て
も
、
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
で

も
全
く
作
用
し
な
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
現
象
を
防
止
す
る
に

は
、
す
り
へ
っ
た
タ
イ
ヤ
を
使
用
し

な
い
こ
と
、
雨
の
と
き
に
は
、
速
度

を
控
え
め
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

☆
　
ス
タ
ン
デ
イ
ン
グ
、
ウ
ェ
ー
ブ

　
　
現
象

　
自
動
車
の
走
行
中
、
タ
イ
ヤ
は
回

転
に
伴
っ
て
接
地
の
た
び
に
「
た
わ

み
」
を
生
ず
る
が
、
低
速
走
行
の
場

合
の
タ
イ
ヤ
は
回
転
に
伴
っ
て
、
す

ぐ
も
と
に
回
復
す
る
が
、
高
速
走
行

の
場
合
は
こ
の
「
た
わ
み
」
が
回
復

し
き
れ
ず
、
タ
イ
ヤ
が
路
面
か
ら
離

れ
る
部
分
に
「
波
形
」
と
な
っ
て
現

わ
れ
る
現
象
を
い
い
ま
す
。

　
こ
の
状
態
に
な
る
と
タ
イ
ヤ
の
パ

ン
ク
に
つ
な
が
り
事
故
発
生
の
原
因

と
な
り
ま
す
。

　
高
速
走
行
す
る
と
き
は
、
タ
イ
ヤ

の
空
気
圧
を
ふ
だ
ん
よ
り
2
0
％
程
度

高
め
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
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●矯正治療前の歯並び（やえ歯が気になりますね）

購
房
百
科
シ
リ
ー
ズ
⑭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
島
歯
科
医

歯
並
び
に
つ
い
て

　
最
近
、
歯
並
び
に
つ
い
て
の
関
心

が
高
ま
り
、
相
談
に
み
え
ら
れ
る
方

が
増
え
て
い
ま
す
。

　
歯
並
び
の
悪
い
事
を
専
門
的
に
は

不
正
咬
合
と
い
い
ま
す
。
こ
の
不
正

咬
合
の
原
因
は
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
そ
の
最
も
大
き
な
原
因
は
、
そ

の
人
が
持
っ
て
い
る
歯
の
大
き
さ
と
、

そ
の
歯
を
収
容
し
て
並
べ
る
顎
の
大

き
さ
と
の
間
の
不
均
衡
に
よ
る
も
の

で
す
。
そ
の
た
め
に
歯
は
本
来
の
位

置
よ
り
も
外
側
へ
出
た
り
、
内
側
へ

入
っ
た
り
し
て
歯
並
び
は
乱
れ
ま
す
。

そ
の
他
の
原
因
と
し
て
は
、
乳
歯
の

早
期
喪
失
、
指
し
ゃ
ぶ
り
、
唇
や
舌

の
悪
い
癖
、
遺
伝
、
異
常
分
娩
、
扁

桃
肥
大
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
不
正
咬
合
の
種
類
に
は
、
歯
並
び

が
悪
い
、
歯
と
歯
の
間
に
す
き
間
が

あ
い
て
い
る
。
出
っ
歯
や
受
け
口
、

上
下
の
歯
が
う
ま
く
か
み
合
わ
な
い
、

唇
が
普
通
の
状
態
で
は
閉
じ
な
い
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
様
な
場

合
に
は
治
療
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
個
々
の
ケ
ー
ス
に
よ
り
治
療
開
始

時
期
が
変
っ
て
き
ま
す
が
、
一
般
的

に
は
、
矯
正
治
療
に
適
し
た
年
令
と

い
う
の
は
な
く
、
歯
並
び
が
悪
い
と

’

●●

使
用
済
の
ボ
タ
ン
電
池
は

　
ボ
タ
ン
電
池
は
、
水
銀
電

池
で
あ
る
た
め
一
般
投
棄
を

し
な
い
で
下
さ
い
。
交
換
は

販
売
店
で
。
ま
た
捨
て
る
場

合
は
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
等
の

危
険
物
回
収
日
に
区
別
し
て

出
し
て
下
さ
い
。

　
尚
、
筒
形
電
池
も
同
様
に

協
力
願
い
ま
す
．

o●

気
づ
い
た
、
そ
の
時
が
治
療
開
始
時

期
と
言
え
ま
す
。

　
そ
の
原
因
に
よ
り
治
療
法
は
異

り
、
個
人
個
人
に
最
も
適
し
た
治
療

法
や
治
療
装
置
が
と
ら
れ
ま
す
。
歯

な
ら
び
の
悪
い
例
の
場
合
、
あ
ま
り

必
要
で
な
い
歯
を
抜
く
事
に
よ
り
、

歯
の
数
を
減
ら
し
て
歯
並
び
を
変
え

て
顎
に
歯
が
お
さ
ま
る
様
に
し
ま
す
。

又
、
受
け
口
の
場
合
に
は
、
帽
子
み

た
い
な
物
を
か
ぶ
っ
て
下
顎
の
成
長

を
押
え
る
事
を
し
ま
す
。

　
歯
並
び
を
整
え
る
事
に
よ
り
、
顔

か
た
ち
を
整
え
、
虫
歯
や
歯
槽
膿
漏

を
予
防
し
、
消
化
を
助
け
、
精
神
的

に
も
肉
体
的
に
も
、
健
康
を
保
つ
事

が
で
き
る
様
に
な
り
ま
す
。

と
　
保
険
税
を
納
め

る
義
務
を
負
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
納
め
ら
れ
た
保
険

税
は
、
国
の
補
助
と

合
わ
せ
て
皆
さ
ん
が

病
気
や
、
ケ
ガ
を
し

た
と
き
の
医
療
費
給

付
の
費
用
に
あ
て
ら

れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
保

険
税
は
国
保
を
運
営

す
る
た
め
の
重
要
な

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
国
民
健
康
保

険
は
、
私
た
ち
が
病
気
や
け
が
を
し

た
と
き
、
お
金
が
な
く
て
お
医
者
さ

ん
に
か
か
れ
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ

と
が
な
い
よ
う
に
、
ふ
だ
ん
か
ら
お

互
い
が
お
金
を
出
し
合
い
、
助
け
合

っ
て
い
こ
う
と
い
う
、
相
互
扶
助
を

目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
国
保
が
よ
り
健
全

に
運
営
さ
れ
る
た
め
に
、
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
保
険
税
と
医
療
費
に
つ
い
て

　
保
険
税
は
、
国
保

を
さ
さ
え
る
重
要
な

財
源
の
一
つ
な
の
で

す
。　
国
保
に
加
入
す
る

　
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
費療医と税険保

財
源
な
の
で
す
．

　
保
険
税
は
納
期
内
に
必
ら
ず
納
め

ま
し
よ
・
つ
。

4
へ
ρ

保険料（税）の状況 保険給付状況

年度
1人当り収納額

年度

蟹聾費用額

新潟県 松代町 新潟県 松代町

つ
σ
　
　
4
　
　
　
「
D
　
　
　
6
　
　
　
7

【
Q
　
　
　
『
0
　
　
　
『
0
　
　
　
5
　
　
　
『
0

　　円
24，733

26，869

28，927

31，597

34，345

　　円
17，854

18，604

21，694

26，574

27，249

53

54

55

56

57

　　　円
78，412

87，118

96，765

106，547

117，106

　　　円
71，285

82，848

89，387

96，750

103，270
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、
聡
轟
讐
暑
す
③

望
ま
し
い
日
本
型
食
生
活
を
め
ざ
し
て

“
理
想
的
な
食
事
”
の

　
　
　
　
　
一
層
の
充
実
を

　
流
通
機
構
の
発
達
や
生
活
様
式
の

変
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
最
近
で
は
地

域
に
よ
る
食
事
内
容
の
違
い
や
そ
れ

に
伴
う
栄
養
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
、

以
前
ほ
ど
目
立
た
な
く
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
塩
分
の
摂
取
量
な
ど
で
、

ま
だ
問
題
の
残
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。

　
好
き
な
も
の
を
好
き

な
だ
け
好
き
な
と
き
に

食
べ
ら
れ
る
現
在
は
、

一
方
で
は
偏
食
や
不
規

則
な
食
生
活
に
陥
る
可

　
一
層
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
”
わ
が
家

、
の
食
卓
”
を
も
う
一
度
振
り
か
え
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
平
均
的
な
日
本
人
の
栄
養

バ
ラ
ン
ス
を
見
る
と
、
三
大
栄
養
素

で
あ
る
タ
ン
パ
ク
質
、
脂
肪
、
炭
水

化
物
が
ほ
ど
よ
く
取
ら
れ
、
ほ
ぼ
理

想
に
近
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

え
る
で
し
よ
う
。

タ
ン
パ
ク
価
は

牛
肉
、
牛
乳
と
ほ
ぽ
同
じ

能
性
も
そ
れ
だ
け
大
き
く
な
っ
て
い

る
と
言
え
ま
す
。

　
”
理
想
的
な
食
事
と
、
世
界
的
に

評
価
さ
れ
て
い
る
日
本
型
食
生
活
を

託
．
7

薮
牛
乳

ゆ・“9・轡・ひゆφ壷φゆr9』噌帥rひ頑』ひ轡rgh“rφ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
▼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒

タ
ン
パ
ク
質
の
五
分
の
一
は
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
お
米
か
ら
　
　
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
日
本
人
の
食
生
活
の
第
一
の
特
徴
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

は
、
お
米
と
い
う
主
食
が
炭
水
化
物
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

摂
取
量
の
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
る
こ
と
で
す
。
畜
産
物
、
斜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
　
　
　
海
産
物
、
野
菜
な
ど
、
　
韓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栂

　
　
　
　
　
ど
ん
な
食
品
に
も
よ
く
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
な
じ
む
お
米
の
長
所
が
、
斜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
　
　
　
多
様
性
に
富
み
栄
養
的
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
に
も
好
ま
し
い
食
生
活
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

を
作
る
上
で
、
大
い
に
生
か
さ
れ
て
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

い
る
の
で
す
．
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
さ
ら
に
見
逃
せ
な
い
の
は
、
お
米
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

そ
の
も
の
の
栄
養
価
で
す
。
　
　
　
　
栂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
お
米
の
主
な
成
分
を
精
米
百
グ
ラ
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

ム
中
で
み
ま
す
と
、
炭
水
化
物
が
七
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

二
・
八
グ
ラ
ム
と
最
も
多
く
、
次
が
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

タ
ン
パ
ク
質
で
七
・
四
グ
ラ
ム
と
な
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
障

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ

っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
お
米
は
、
タ
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

ン
パ
ク
源
と
し
て
も
大
切
な
役
割
を
斜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

果
た
し
て
い
る
わ
け
で
、
多
種
多
様
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

な
副
食
類
を
食
べ
て
い
る
今
日
で
も
、
斜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

わ
た
し
た
ち
は
タ
ン
パ
ク
質
の
五
分
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陣

の
一
を
お
米
か
ら
取
っ
て
い
ま
す
。
　
崎

気
象
よ
も
や
ま
話
㈲

偽
切
　
ノ　

ロ
　
必
創
吻
1

！
イ
5　
、

高
θ
　
励9

号7台
15σ

9日12時

．．藤
　1σ04、

　　　　　ノ
　・低　謝
　！0041010鍬
ノ
　
自

14σ130’

　
一
方
日
本
人
の
食
事
パ
タ
ー
ン
と

よ
く
比
較
対
照
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
の

場
合
は
、
炭
水
化
物
の
摂
取
量
が
少

な
く
、

脂
肪
が
多
い
と
こ
ろ
に
問
題

　
が
あ
り
ま
す
。
成
人
病
の

　
誘
因
と
も
な
る
脂
肪
の
取

　
り
過
ぎ
を
抑
え
、
炭
水
化

　
物
、
中
で
も
で
ん
ぷ
ん
質

　
の
摂
取
量
を
増
や
す
こ
と

　
を
目
指
し
て
、
国
を
挙
げ

　
て
食
生
活
改
善
に
取
り
組

　
ん
で
い
る
ア
メ
リ
カ
が
、

　
「
日
本
型
食
生
活
」
に
注

　
目
す
る
の
は
当
然
と
も
い

1，羅

梅
雨
末
期
の
豪
雨
の
天
気
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毎

梅
雨
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
万
羽
　
卓
司

　
今
年
は
雪
消
え
が
大
変
遅
れ
、
や

れ
や
れ
と
思
っ
た
と
た
ん
に
早
く
も

五
月
十
五
日
、
沖
縄
に
つ
ゆ
入
り
宣

言
が
あ
っ
た
。
つ
ゆ
は
、
梅
雨
と
も
、

徽
雨
と
も
書
く
。
梅
の
熟
す
る
頃
の

雨
、
徽
の
生
じ
易
い
時
期
の
雨
と
言

う
の
が
命
名
の
理
由
だ
ろ
う
。

　
よ
く
、
梅
雨
と
入
梅
を
混
同
す
る

人
が
あ
る
が
、
梅
雨
と
は
日
本
の
南

方
洋
上
に
東
西
に
延
び
る
不
連
続
線

（
梅
雨
前
線
）
の
出
現
に
よ
っ
て
起

き
る
陰
う
つ
な
長
雨
現
象
を
言
う
し
、

入
梅
と
は
天
文
学
上
太
陽
の
位
置
が

黄
経
八
○
度
に
な
っ
た
（
今
年
は
六

月
十
一
日
）
を
言
う
の
で
あ
る
。
実

際
に
梅
雨
に
な
っ
た
最
初
の
日
を
つ

ゆ
入
り
と
言
っ
て
区
別
す
る
。

　
内
地
の
梅
雨
は
、
前
線
上
の
低
気

圧
が
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
高
気
圧
と
、

南
方
の
小
笠
原
高
気
圧
に
、
行
手
を

阻
ま
れ
て
一
ヵ
月
余
も
愚
図
つ
い
た

天
気
が
続
く
。
末
期
に
は
、
海
水
温

の
上
昇
と
、
北
方
の
高
気
圧
の
衰
退

に
よ
っ
て
梅
雨
前
線
が
北
に
押
し
上

げ
ら
れ
、
内
地
を
ち
ょ
う
ど
横
断
す

る
と
き
に
各
地
に
豪
雨
を
降
ら
せ
る

こ
と
に
な
る
。
松
代
で
は
、
観
音
祭

の
煙
火
の
爆
音
が
引
き
金
と
な
り
、

梅
雨
が
明
け
る
よ
う
な
回
り
合
せ
に

な
る
。

　
梅
雨
空
の
雲
は
地
上
か
ら
四
キ
ロ

に
も
達
し
、
上
か
ら
見
る
と
隙
間
も

な
く
敷
き
つ
め
ら
れ
た
布
圃
の
よ
う

な
そ
の
上
空
は
、
澄
み
き
っ
た
青
空

に
真
夏
の
太
陽
が
燦
々
と
輝
い
て
い

る
。
下
界
の
憂
う
つ
な
天
気
と
は
、

打
っ
て
か
わ
っ
た
快
適
な
夏
空
と
な

っ
て
い
る
。

＊
五
月
の
気
象
デ
ー
タ
＊

◎
降
水
量
（
月
合
計
）
　
一
〇
〇
％

◎
最
高
気
温
　
ω
　
二
七
・
三
℃

◎
最
低
気
温
　
〇
　
　
二
・
○
℃

◎
平
均
気
温
　
ω
　
二
・
三
℃

　
　
（
県
立
松
代
高
等
学
校
調
べ
）

問時出
入
の
の

日
口
H

　
の月

　
　県潟新

日 日の出 日の入

1 4：25 19：10
10 4：30 19：07

20 4：37 19：02

30 4：46 18：54



1”””””””1”II13”II”II”IIllllllIIこうほう・まつだい（6月号）1””””lll””1”1””IIII”””1”llll”lll”””lll”””Illllllllll”””””1”1”1””II”ll”lll”llIll””II”1””1”””1”1””llIllllll””11”III””1”1””””””1”1””1”

防

，
鞭
灘
職

－
●

　
地
震
で
い
ち
ば
ん
恐
ろ
し
い
の
は

地
震
に
伴
う
家
屋
の
倒
壊
な
ど
の
直

接
的
な
被
害
よ
り
も
そ
の
後
の
二
次

的
に
発
生
し
た
火
災
に
よ
る
被
害
で

す
。
地
震
の
恐
ろ
し
さ
は
、
ほ
ん
と

う
は
火
災
の
恐
ろ
し
さ
な
の
だ
と
い

え
ま
す
。
　
「
火
を
出
さ
な
い
」
こ
と

こ
れ
が
地
震
の
被
害
を
最
少
限
に
く

い
止
め
る
決
め
手
で
す
。

《
心
　
得
》

◎
グ
ラ
ッ
と
き
た
ら
火
の
始
末
！

　
小
さ
な
地
震
で
も
火
を
消
す
習
慣

◎
火
が
出
た
ら
す
ば
や
く
消
火
／

　
消
火
の
そ
な
え
消
火
の
訓
練
。

◎
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
下
に
身
を
ふ
せ

　
よ
／

　
家
具
な
ど
は
倒
れ
な
い
よ
う
に
固

　
定
し
て
。

◎
家
内
の
ガ
ラ
ス
の
破
片
に
気
を
つ

　
け
よ
！

　
停
電
時
に
そ
な
え
て
手
近
に
懐
中

グラッときたら

　　火の始末
（
へ名

　
電
灯
や
ス
リ
ッ
パ
を
。

◎
あ
わ
て
て
外
に
と
び
出
す
な
／

　
ち
ょ
っ
と
待
て
、
心
の
落
着
き
、

　
正
し
い
判
断
。

◎
戸
を
開
け
て
ま
ず
出
ロ
を
確
保
せ

　
よ
／

　
考
え
て
お
こ
う
非
常
の
際
の
出
入

　
口
。

◎
わ
が
家
の
安
全
、
隣
り
の
安
全
、

　
互
い
に
声
を
か
け
あ
お
う
！

　
ふ
だ
ん
か
ら
隣
り
近
所
と
声
か
け

　
あ
っ
て
。

◎
門
や
塀
に
は
近
寄
る
な
！

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
は
倒
れ
な
い
よ

　
う
に
補
強
し
て
お
こ
う
。

◎
協
力
し
あ
っ
て
応
急
救
援
！

　
お
ぼ
え
て
お
こ
う
救
急
知
識
、

　
　
そ
な
え
て
お
こ
う
救
急
箱
。

◎
正
し
い
情
報
に
耳
を
か
せ
！

　
そ
な
え
て
お
こ
う
携
帯
ラ
ジ
オ
や

　
非
常
用
品
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
、
．
ζ
　
　
8

ψ
　
、

　
ジ
ュ
ー
ス
等
の
空
き
缶
は
道
路
へ

捨
て
な
い
で
、
設
置
さ
れ
て
い
る
「
く

ず
か
ご
」
へ
入
れ
る
よ
う
協
力
下
さ

い
。◎
不
法
投
棄
は
法
に
よ
っ
て
罰
せ
ら

　
れ
ま
す
。

q』“

N
⑤

隻

〃

　蕗毫

雑

のみ
おわった

カンは

！

クズカゴヘ豊
　　　　　《
　　　　￥、

、

戸
籍
の
窓
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
五
月
受
付
分

幸
せ
多
い
人
生
を
（
結
婚
）

佐
藤
公
義
・
笠
松
淳
子

　
　
　
　
　
　
　
（
孟
・
納
屋
）

中
澤
昭
治
・
高
橋
富
美
子

　
　
　
　
　
　
（
寺
田
・
吉
田
屋
）

柳
　
　
茂
・
田
邊
理
恵
子

　
　
　
　
　
　
（
犬
伏
・
惣
ぜ
ん
）

げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
誕
生
）

小
嶋
春
樹
父
正
隆
・
母
一
美

　
　
　
　
（
長
男
・
犬
伏
・
が
け
）

山
本
直
人
　
父
一
男
・
母
明
美

　
　
　
（
長
男
・
孟
地
・
堂
ノ
下
）

市
川
龍
父
辰
雄
・
母
ち
よ
子

　
　
　
（
二
男
・
松
代
・
橘
理
容
）

西
方
靖
仁
　
父
辰
蔵
・
母
慶
子

　
　
　
（
二
男
・
千
年
・
源
之
助
）

　
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

山
倉
ハ
ナ
　
7
5
歳

斉
木
友
英

中
寸
＼
レ

イ
ホ
ノ
　
ノ

鈴
木
貞
男

齋
藤
嘉
吉

池
田
キ
ョ
ノ
8
3
歳

相
澤
文
太
郎
7
6
歳

若
山
イ
シ

植
木
利
男

　
　
　
松
代
・
山
倉

76

歳
　
松
代
原
の
桶
屋

75
歳
　
儀
明
　
菊
屋

56

歳
　
松
代
津
田
屋

83

歳
田
野
倉
源
左
エ
門

　
　
　
田
野
倉
休
場

　
　
　
菅
刈
　
上
ノ
山

90
歳
　
室
野
　
桝
屋

49

歳
松
代
植
木
屋
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芸文

一幽一■イ’一

∈麗鹸
　　　一　　　『
　　　しび
繋 ．郵

短
歌
　
子
が
あ
り
て
こ
そ

　
　
　
　
　
下
山
埋
れ
木

黙
し
つ
つ
飯
食
む
卓
の
佗
び
し
さ
よ

お
汁
こ
ぼ
し
て
叱
る
児
も
な
く

乏
し
く
も
床
踏
み
鳴
ら
し
駈
け
る
児

　
　
　
　
う
か
ら

ら
あ
り
て
家
族
は
栄
ゆ
る
も
の
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

這
え
ば
立
て
立
て
ば
歩
め
と
愛
で
し

子
に
悩
む
と
あ
ら
ば
わ
れ
の
負
い
目

か旅
の
子
に
餅
を
荷
造
る
母
の
掌
の
子

を
想
う
故
に
に
じ
む
真
心

「
崩
れ
る
な
」
と
馴
れ
ぬ
筆
跡
た
ど

た
ど
し
受
け
て
涙
す
る
子
も
あ
り
て

欲
し

多
産
系
と
言
わ
れ
恥
ず
か
し
き
こ
と

も
あ
り
き
今
十
八
人
の
孫
に
囲
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲
、

　
　
し
ぶ
み
句
会

新
緑
や
自
転
車
置
場
の
光
か
な

雪
消
え
し
田
よ
り
春
耕
始
ま
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

黄
水
仙
客
三
人
の
無
人
駅

葉
桜
や
今
年
も
見
え
し
は
し
ご
売
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

大
雪
が
つ
ぶ
せ
し
畦
を
盛
り
直
す

水
引
い
て
田
の
面
の
雪
解
早
め
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

残
雪
を
惜
し
む
気
持
ち
も
少
し
あ
り

雪
捨
場
夏
も
近
づ
く
汚
れ
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

好
き
日
和
ぜ
ん
ま
い
も
む
母
流
す
汗

野
鳥
ら
の
声
晴
れ
や
か
に
ブ
ナ
若
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
八
千
代

母
の
日
に
母
な
き
姪
の
お
く
り
も
の

山
菜
の
香
り
味
わ
う
膳
た
の
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

手
洗
い
の
窓
に
ブ
ナ
の
芽
美
し
き

そ
ば
う
ま
し
戸
隠
山
の
コ
ブ
シ
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
史

電
線
に
噂
り
つ
づ
く
雀
か
な

お
花
見
で
賑
わ
う
人
の
顔
赤
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
根

蒲
団
干
し
春
日
の
匂
い
夜
に
知
る

燕
来
て
新
居
さ
が
し
の
ふ
ん
の
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
人

長
閑
な
る
雨
の
ブ
ナ
山
青
葉
萌
ゆ

桃
花
に
遅
れ
年
始
の
泊
り
客

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

仏
の
灯
か
す
か
に
ゆ
れ
し
青
葉
風

老
な
か
ば
逝
き
し
人
恋
う
桜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

　
蒲
生
句
会

山
毛
樫
一
樹
萌
え
て
全
山
動
き
初
む

將
明
か
ぬ
一
事
あ
り
け
り
若
葉
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昇
。
逸

芋
種
を
消
間
に
伏
せ
し
母
は
亡
し

足
音
に
す
ぎ
な
の
露
の
畦
に
落
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

鶯
や
霞
の
奥
を
と
お
く
せ
り

代
掻
く
や
渦
巻
く
田
波
ま
つ
わ
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

残
雪
を
除
け
て
は
妻
と
煙
草
植
う

か
す
み
つ
つ
黒
姫
山
に
雪
残
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

綾
な
し
て
木
々
そ
れ
ぞ
れ
の
若
葉
哉

何
時
ま
で
も
香
り
は
口
に
独
活
と
味

噌
　
　
　
　
　
　
　
　
紫
煙

肩
の
鋤
き
ら
り
と
返
す
春
陽
ざ
し

暗
さ
増
す
窓
の
明
り
や
山
毛
樫
茂
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

　
　
　
ふ

赤
飯
も
蒸
け
て
祝
う
や
初
節
句

幼
き
手
ち
ま
き
離
さ
ず
肩
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

暮
れ
遅
し
償
い
の
無
き
雪
突
つ
く

郭
公
や
畦
端
に
解
く
塩
む
す
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

あ
め
ん
ぼ
を
後
生
大
事
と
掌
に
囲
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

子
ら
遠
き
銀
婚
夫
婦
ち
ま
き
蒸
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
　
峰

園
芸
一
ロ
メ
モ

　
”
松
代
園
芸
愛
好
会
”

サ
ツ
キ
の
花
が
終
っ
た
ら

ω
花
ガ
ラ
つ
み

　
結
実
す
る
と
栄
養
が
そ
ち
ら
に
集

中
し
て
樹
勢
が
衰
え
ま
す
か
ら
、
結

実
さ
せ
な
い
よ
う
花
が
ら
を
早
く
取

り
除
き
ま
す
。
見
た
目
に
も
美
観
を

そ
こ
ね
ま
す
。

②
植
え
替
え

　
植
え
替
え
の
必
要
な
木
は
、
花
が

す
っ
か
り
終
る
ま
で
待
た
な
い
で
早

め
に
植
え
替
え
ま
す
。
弱
っ
て
い
る

木
は
植
え
傷
み
を
で
き
る
だ
け
少
な

く
す
る
た
め
、
根
を
あ
ま
り
切
り
つ

め
な
い
よ
う
に
し
て
植
え
替
え
ま
す
。

朧
雛
濾

簗
，

彰

慧
驚

　
室
内
で
花
を
観
賞
し
た
木
は
か
な

り
弱
っ
て
い
る
の
で
、
急
に
日
に
当

て
た
り
、
風
に
当
て
る
と
さ
ら
に
弱

り
ま
す
か
ら
、
は
じ
め
は
夜
だ
け
外

気
に
当
て
、
そ
の
後
徐
々
に
戸
外
に

出
し
て
な
ら
し
ま
す
。

③
せ
ん
定
、
針
金
か
け

　
新
芽
が
伸
び
る
の
で
、
盆
栽
に
な

っ
て
い
る
木
、
形
の
整
っ
て
い
る
木

は
芽
つ
み
、
葉
刈
り
し
て
枝
張
り
を

作
り
ま
す
。
こ
の
作
業
が
遅
れ
る
と
、

花
芽
の
分
化
が
遅
れ
て
来
年
の
花
芽

形
成
に
影
響
す
る
の
で
、
花
後
早
め

に
行
い
ま
す
．

　
針
金
か
け
は
皮
が
む
け
や
す
い
の

で
慎
重
に
や
り
ま
し
よ
う
。
二
～
三

日
水
を
控
え
て
か
ら
か
け
る
と
木
が

柔
ら
か
く
、
折
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。


